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１．概要（Summary） 
 ポリアミド(PA)とポリエチレン(PE)をブレンドしたポリマー

アロイにおいて、配合割合の違いにより、衝撃強度の変化

が見られた。この物性の変化の原因を追究するため、走

査型プローブ顕微鏡(AFM)による弾性率マッピングを行

い、局所的な物性変化を観察する。 
 
２．実験（Experimental） 
 溶融混練により作製した試料を液体窒素中で凍結割断

し 、破 断面を AFM(Multimode8/Dimension Icon, 
Bruker 社製)で観察、測定した。カンチレバーは Bruker
社の TAP525A (MPP-13120, K=200 N/m)を用い、周

波数は 1kHz、振幅300nm、セットポイント895.4nNで測

定を行った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 Fig.1 の高さ像よ り、 PA と PE の配合割合が

PA/PE=90/10 と PA/PE=80/20 では、PA 中に PE 粒子

が 分 散 し て い る 様 子 が 確 認 さ れ た 。 加 え て 、

PA/PE=90/10 より PE の配合割合が多い PA/PE=80/20
の方が、PE 粒子が大きい事が確認された。 
  Fig.2 に 、 各 サ ン プ ル の 弾 性 率 像 を 示 す 。

PA/PE=100/0とPA/PE=0/100は、全体的に弾性率が高

く、PE を配合したサンプルは弾性率が低い様子が観察さ

れた。この結果は、バルクで試験した際の衝撃強度や弾

性率の結果との、関連付けが難しい。今回の測定に関し

て、測定条件が適切であるか検討する必要がある。 
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Fig.2 Elastic modulus images of polymer 
alloy with various PA/PE rate 

Fig.1 Height images of polymer alloy with 
various PA/PE rate 

PA/PE=90/10 PA/PE=80/20 

PA/PE=100/0 PA/PE=0/100 

PA/PE=90/10 PA/PE=80/20 


